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（
1
）預
金
残
高・貸
出
金
残
高
の
状
況

　
22
年
9
月
末
の
預
金
・
貸
出
金
は
、
22

年
3
月
末
に
比
べ
て
、
預
金
は
横
ば
い
、

貸
出
金
は
や
や
増
加
と
な
っ
た（
図
表
1
）。

コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
く
預
貸
金
残
高
が
増
加

し
た
20
年
度
か
ら
、
増
加
率
が
鈍
化
し
た

21
年
度
を
経
て
、
22
年
度
上
期
は
依
然
と

し
て
増
加
基
調
は
継
続
し
て
い
る
。
預
金

は
21
年
度
の
増
加
率
か
ら
さ
ら
に
低
下
が

続
い
て
い
る
一
方
で
、
貸
出
金
は
い
っ
た

ん
低
下
し
て
い
た
増
加
率
が
再
び
上
昇
し

て
お
り
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
長
期
化
や
円

安
・
物
価
高
に
よ
る
企
業
の
資
金
需
要
の

高
ま
り
が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
く
拡
大
し
た
企
業
の

借
入
金
や
手
元
現
預
金
は
、
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
調
整
に
よ
る
早
期
の
反
動
減
が
懸
念

さ
れ
た
も
の
の
、
現
時
点
で
は
大
き
な
動

き
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
コ
ロ
ナ
関
連
融

資
に
お
い
て
長
期
の
貸
出
返
済
期
間
や
据

え
置
き
期
間
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
や
、
返

済
開
始
以
降
も
資
金
需
要
が
続
き
融
資
支

援
が
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
要
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
預
金
は
3
割
程
度
の
銀
行
が
3
月
末
か

ら
減
少
し
て
お
り
、
増
減
率
の
銀
行
差
も

見
ら
れ
る
。
例
年
、
公
金
預
金
は
3
月
末

か
ら
上
半
期
は
減
少
し
、
下
期
以
降
に
大

き
く
増
加
す
る
こ
と
が
多
い
。
今
年
度
上

期
も
こ
う
し
た
公
金
預
金
の
増
減
の
影
響

を
受
け
て
お
り
、
個
人
預
金
や
法
人
預
金

の
増
加
基
調
は
お
お
む
ね
変
わ
っ
て
い
な

い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
貸
出
金
も
銀
行
に
よ
り
増
減
率
の
ば
ら

つ
き
は
大
き
く
、
3
月
末
か
ら
減
少
し
た

銀
行
か
ら
、
10
%
前
後
増
加
し
た
銀
行
ま

で
幅
広
い
。
貸
出
金
に
つ
い
て
も
大
幅
に

増
加
し
た
銀
行
は
、
公
共
向
け
貸
出
金
の

増
加
が
見
ら
れ
る
。
個
人
ロ
ー
ン
や
事
業

法
人
向
け
貸
し
出
し
の
増
加
基
調
は
お
お

む
ね
変
わ
っ
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。（

2
）損
益
の
状
況

　
22
年
度
上
期
は
、
地
域
銀
行
全
体
で
前

増
益
決
算
の
背
後
で
拡
大
す
る
金
利
上
昇
リ
ス
ク

中
間
決
算
に
見
る
地
域
銀
行
の
経
営
課
題

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

金
融
戦
略
室
長
兼
プ
リ
ン
シ
パ
ル

五
藤
靖
人

解 説

　
2
0
2
2
年
度
上
期
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
の
回
復
が
進
む
一
方
で
、
国
際
的
な
経
済
・
社

会
環
境
の
変
化
が
日
本
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
に
よ
る
急
速
な
需
要
増
と
と
も
に
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
供
給
・
物
流
網
の
混
乱
が
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
を
加
速
さ
せ
、
米
国
を
中
心
と
す
る

金
利
引
き
上
げ
と
そ
れ
に
伴
う
円
安
は
、
日
本
経
済
の
大
き
な
下
押
し
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
フ
レ
・
金
利
上
昇
・

円
安
は
、
コ
ス
ト
高
に
よ
り
地
域
企
業
の
収
益
を
圧
迫
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
銀
行
自
身
に
と
っ
て
も
経
営
上
の
リ
ス

ク
と
し
て
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
22
年
度
中
間
決
算
資
料
1・2
を
基
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
や
国
際
金
融
情
勢
の
変

化
が
地
域
銀
行
の
経
営
環
境
に
与
え
た
影
響
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
経
営
課
題
に
関
し
て
考
察
す
る
3
。

ご
と
う
・
や
す
ひ
と
　
三
和
総
合
研

究
所
入
社
後
、旧
U
F
J
銀
行
総
合

リ
ス
ク
管
理
部
出
向
等
を
経
て
現
職
。

金
融
機
関
の
経
営
管
理
高
度
化
に
関

す
る
調
査
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業

務
に
一
貫
し
て
従
事
。主
著「
地
域
金

融
機
関
の
将
来
経
営
計
画
」（
き
ん
ざ

い
）。
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年
同
期
比
約
9
%
の
増
益
と
な
っ
た
。
コ

ロ
ナ
以
降
の
増
益
基
調
が
継
続
し
て
い
る
。

要
因
を
分
解
す
る
と
、
債
券
関
係
損
益
が

大
き
く
減
少
し
て
減
益
要
因
と
な
る
一
方

で
、
そ
れ
以
外
の
各
項
目
は
改
善
が
進
ん

で
お
り
、
債
券
関
係
損
益
の
減
少
を
カ
バ

ー
し
て
増
益
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
2
、

3
）。

　
中
で
も
、
22
年
度
上
期
は
、
資
金
利
益

が
大
き
な
増
益
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
貸

出
残
高
の
増
加
に
よ
る
貸
出
金
利
息
の
増

加
に
加
え
、
国
内
外
で
の
金
利
上
昇
に
よ

る
有
価
証
券
利
息
配
当
金
の
増
加
が
そ
の

背
景
に
あ
り
、
特
に
有
価
証
券
利
息
配
当

金
は
、
前
年
同
期
比
約
20
%
と
増
加
率
が

高
い
。
22
年
度
上
期
は
10
年
国
債
金
利
が

日
銀
の
上
限
金
利
0
・
25
%
に
到
達
す
る

場
面
も
多
く
、
米
国
長
期
金
利
も
お
お
む

ね
3
%
台
で
推
移
す
る
な
ど
、
世
界
的
な

金
融
緩
和
政
策
に
よ
り
10
年
国
債
金
利
が

実
質
ゼ
ロ
金
利
、
米
国
長
期
金
利
も
1
%

台
で
あ
っ
た
前
年
同
期
か
ら
比
べ
る
と
、

大
き
く
運
用
環
境
が
改
善
し
た
こ
と
が
増

益
の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
こ
う
し
た
世
界
的
な
金
利
上

昇
が
債
券
関
係
損
益
の
大
幅
な
減
少
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
金
利
上
昇
に
伴
っ
て
保

有
債
券
の
価
格
が
低
下
し
た
こ
と
に
よ
り
、

売
却
損
・
償
還
損
・
償
却
等
が
増
加
し
て

い
る
。
債
券
関
係
損
益
は
21
年
度
中
間
決

算
で
も
地
域
銀
行
全
体
で
赤
字
で
あ
っ
た

が
、
22
年
度
中
間
決
算
で
は
約
8
割
の
銀

行
が
赤
字
に
な
る
な
ど
さ
ら
に
赤
字
幅
が

拡
大
し
、
大
き
な
減
益
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
金
利
上
昇
に
よ
り
イ
ン
カ
ム
ゲ
イ
ン

（
有
価
証
券
利
息
配
当
金
）
は
増
加
し
た

も
の
の
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
（
債
券
関

係
損
益
）
が
減
少
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
金
利
上
昇
に
よ
り
債
券
価
格

が
低
下
す
る
場
合
、
株
式
価
格
が
上
昇
し

相
殺
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
本
中
間
決
算

で
も
株
式
等
関
係
損
益
が
増
加
し
て
い
る

も
の
の
、
債
券
関
係
損
益
の
減
少
を
カ
バ

ー
で
き
る
ほ
ど
で
は
な
い
。
債
券
関
係
損

益
の
減
益
・
赤
字
幅
拡
大
は
こ
こ
数
年
間

の
地
域
銀
行
決
算
で
継
続
し
た
特
徴
で
あ

り
、
22
年
度
中
間
決
算
で
は
特
に
影
響
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
上
記
の
金
利
影
響
に
加
え
、
22
年
度
中

間
決
算
で
は
、
経
費
の
減
少
や
与
信
費
用

の
減
少
も
大
き
な
増
益
要
因
と
な
っ
た
。

各
項
目
の
増
減
は
銀
行
に
よ
り
ば
ら
つ
き

は
あ
る
も
の
の
、
コ
ア
業
務
純
益
は
約
8

割
の
銀
行
で
増
加
、
中
間
純
利
益
は
約
6

割
の
銀
行
で
増
加
し
て
お
り
、
総
じ
て
堅

調
な
増
益
基
調
が
継
続
し
た
中
間
決
算
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

（
3
）損
益
の
時
系
列
推
移

　
中
間
純
利
益
の
推
移
を
見
る
と
、
22
年

度
上
期
は
増
益
傾
向
が
継
続
し
、
過
去
10

年
間
で
見
て
も
最
大
の
利
益
水
準
に
近
づ

い
て
い
る
。
要
因
は
、
コ
ア
業
務
純
益
の

増
加
と
、
与
信
費
用
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　
地
域
銀
行
の
コ
ア
業
務
純
益
は
、
16
年

度
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入

以
降
低
迷
し
て
き
た
が
、

22
年
度
の
中
間
決
算
で
は

マ
イ
ナ
ス
金
利
前
を
超
え

て
、
最
高
水
準
の
コ
ア
業

務
純
益
と
な
っ
て
い
る
。

金
利
の
上
昇
に
よ
る
資
金

利
益
の
拡
大
の
ほ
か
、
経

費
も
削
減
を
継
続
し
て
き

た
こ
と
が
要
因
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。

　
与
信
費
用
は
、
各
種
企

業
支
援
策
に
よ
る
企
業
倒

産
の
抑
制
な
ど
も
あ
り
、

コ
ロ
ナ
以
降
減
少
し
て
い

る
。
14
〜
17
年
度
の
実
質

与
信
費
用
ゼ
ロ
の
期
間
ほ

ど
で
は
な
い
も
の
の
、
18

〜
20
年
度
の
や
や
高
水
準

の
与
信
費
用
か
ら
は
減
少

し
て
お
り
、
過
去
10
年
間

で
見
て
も
低
水
準
の
与
信

費
用
と
な
っ
て
い
る
。
与

信
費
用
の
発
生
源
と
な
る

不
良
債
権
の
増
加
も
貸
出

残
高
の
増
加
の
範
囲
内
と

な
っ
て
お
り
、
不
良
債
権

比
率
は
低
下
を
続
け
て
い

る
。

1　分析の対象とした地域銀行は、全国地方銀行協会または第二地方銀行協会加盟行のうち決算短信を公表している99行とした。
2　本稿中の図表は全て、全国地方銀行協会、第二地方銀行協会の加盟各銀行の決算短信・決算説明資料等（99行単体ベース）、および全国地方銀行協会「地
方銀行の決算の状況」、第二地方銀行協会「統計資料（決算）」よりMURC作成。

3　2021年度決算に基づく分析は、拙稿「コロナ禍での増益好決算でも金融市場変化に警戒（21年度決算に見る地域銀行の経営課題）」（金融財政ビジネス
2022年6月30日号）参照。

2022/3末

2022/9末

2022/3末

2022/9末

増減率

0.2%

2.2%

増減率別の銀行分布（上段：銀行数、下段：構成比）
残高
（兆円）

預金

貸出金

386.0

386.8

290.5

296.9

減少

32

32.3%

17

17.2%

0～+1%

17 

17.2%

15 

15.2%

+1～3%

40

40.4%

37

37.4%

+3～5%

6

6.1%

24

24.2%

+5～10%

4

4.0%

4

4.0%

+10%以上

0

0.0%

2

2.0%

（出所）各行公表資料等よりMURC作成

〈図表1〉地域銀行の預貸金残高の増減分布
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足
元
の
マ
ク
ロ
経
済
環
境
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
長
期
化
に
加
え
て
物
価
高
騰

に
よ
り
企
業
の
経
営
体
力
の
さ
ら
な
る
低

下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
企
業
倒
産
も
史

上
最
低
と
な
っ
た
21
年
度
か
ら
や
や
増
加

傾
向
に
転
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
企
業
倒

産
の
水
準
や
不
良
債
権
比
率
の
水
準
自
体

は
低
く
推
移
し
て
い
る
た
め
、
今
後
の
動

向
は
予
断
を
許
さ
な
い
も
の
の
、
与
信
費

用
が
急
増
し
て
収
益
を
圧
迫
す
る
懸
念
は

小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
中
間
期
の
損
益
動
向
が
継
続

す
れ
ば
、
22
年
度
決
算
以
降
も
堅
調
な
増

益
傾
向
が
期
待
さ
れ
る
が
、
一
方
で
大
き

な
リ
ス
ク
と
な
る
の
が
金
利
上
昇

で
あ
る
。
22
年
度
下
期
以
降
、
さ

ら
な
る
金
利
上
昇
が
予
想
さ
れ
る

中
で
、
地
域
銀
行
の
経
営
課
題
と

し
て
以
下
の
2
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
4
）金
利
上
昇
へ
備
え
た
有
価
証
券
投
資
の
再
構
築

　
前
述
の
通
り
、
金
利
上
昇
に
よ

り
、
有
価
証
券
利
息
の
増
加
の
一

方
で
債
券
関
係
損
益
の
減
少
（
赤

字
幅
の
拡
大
）
が
、
本
中
間
決
算

で
は
既
に
大
き
な
影
響
と
し
て
表

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
金

利
上
昇
は
以
下
の
よ
う
な
影
響
も

あ
る
。

　
一
つ
目
は
、
有
価
証
券
評
価
損

益
の
減
少
で
あ
る
。
債
券
価
格
の

下
落
等
を
背
景
に
、
22
年
9
月
末

の
有
価
証
券
評
価
損
益
（
含
み
損

益
）
は
、
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

評
価
損
益
を
公
表
し
て
い
る
約
90

行
に
お
い
て
、
評
価
損
益
は
3
月

末
に
比
べ
て
約
60
%
の
減
少
と
な

っ
て
い
る
。
お
お
む
ね
全
て
の
銀

行
で
評
価
損
益
は
減
少
し
て
お
り
、
う
ち

半
数
程
度
の
銀
行
に
お
い
て
銀
行
全
体
の

評
価
損
益
が
マ
イ
ナ
ス
（
含
み
損
）
の
状

況
に
陥
っ
て
い
る
。
主
に
は
金
利
上
昇
に

伴
う
債
券
価
格
の
下
落
が
要
因
で
あ
る
が
、

相
次
ぐ
利
上
げ
に
よ
る
株
式
市
場
の
低
迷

や
株
式
売
却
益
の
計
上
に
よ
る
評
価
損
益

の
減
少
も
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
評
価
損
益
の
減
少
や
マ
イ
ナ
ス
へ
の
転

落
は
直
接
的
に
は
損
益
に
影
響
は
な
い
も

の
の
、
不
測
の
損
失
に
対
す
る
備
え
と
し

て
機
能
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
評
価
損

益
の
減
少
は
経
営
の
安
定
性
と
い
う
観
点

で
は
懸
念
が
残
る
。
今
後
の
成
長
に
向
け

た
リ
ス
ク
テ
ー
ク
の
原
資
と
し
て
の
余
力

に
も
影
響
が
あ
る
。
ま
た
、
国
内
基
準
行

の
自
己
資
本
比
率
に
お
い
て
影
響
は
な
い

も
の
の
、
海
外
支
店
等
を
有
す
る
国
際
統

一
基
準
行
で
は
評
価
損
益
が
自
己
資
本
比

率
の
分
子
に
反
映
さ
れ
る
た
め
、
本
中
間

決
算
に
お
い
て
一
部
の
銀
行
で
は
自
己
資

本
比
率
が
比
較
的
大
き
く
低
下
し
て
い
る
。

　
二
つ
目
は
、
外
貨
調
達
コ
ス
ト
の
増
加

で
あ
る
。
22
年
度
上
期
は
、
段
階
的
に
米

国
政
策
金
利
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
短
期
金
利
を
中
心
に
米
国
金
利
が

上
昇
し
た
（
図
表
5
）。
22
年
度
上
期
を

平
均
し
て
み
る
と
米
国
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト

金
利
は
1
%
台
半
ば
で
あ
る
が
、
9
月
末

時
点
で
は
3
%
を
超
え
る
大
き
な
上
昇
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
の
イ
ン
フ
レ

の
動
向
に
よ
っ
て
は
さ
ら
な
る
政
策
金
利

の
引
き
上
げ
も
予
想
さ
れ
て
お
り
、
米
国

金
利
は
22
年
下
期
以
降
も
当
面
は
高
水
準

7,000

6,500

6,000

5,500

5,000

4,500

4,000

5,307

前年度
中間純利益

資金利益 役務利益 経費 債券
関係損益

株式等
関係損益

与信費用 その他 中間純利益

870

800

395
144 5,794

95

494

-2,312

（億円）

（出所）各行公表資料等によりMURC作成

〈図表2〉地域銀行の損益増減要因分解
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〈図表3〉地域銀行の預貸金残高の増減分布
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で
の
推
移
が
継
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
米
国
金
利
の
上
昇
は
、
地
域

銀
行
の
外
貨
資
産
・
負
債
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
。
一
般
的
に
地
域
銀
行
は
、

通
貨
ス
ワ
ッ
プ
等
に
よ
り
為
替
リ
ス
ク
を

ヘ
ッ
ジ
し
な
が
ら
、
外
貨
有
価
証
券
投
資

や
外
貨
貸
出
を
行
っ
て
い
る
。
通
貨
ス
ワ

ッ
プ
に
お
い
て
は
日
米
の
短
期
金
利
差
に

よ
っ
て
ス
ワ
ッ
プ
コ
ス
ト
が
決
ま
る
た
め
、

実
質
的
に
短
期
金
利
に
よ
り
調
達
し
た
外

貨
を
長
期
金
利
で
運
用
す
る
形
と
な
っ
て

お
り
、
外
貨
金
利
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
米
国
短
期
金
利
が
上
昇
す

る
こ
と
は
、
外
貨
調
達
コ
ス
ト
の
上
昇
を

意
味
し
て
お
り
、
資
金
利
益
は
圧
迫
さ
れ

る
。
そ
の
分
運
用
収
益
が
拡
大
す
れ
ば
影

響
は
緩
和
さ
れ
る
も
の
の
、
図
表
5
の
よ

う
に
短
期
金
利
の
上
昇
幅
の
方
が
長
期
金

利
の
上
昇
幅
よ
り
も
大
き
く
、
運
用
収
益

の
源
泉
で
あ
る
長
短
金
利
差
の
縮
小
に
よ

り
外
貨
の
資
金
利
益
は
縮
小
や
、
場
合
に

よ
っ
て
は
逆
ざ
や
に
陥
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。

　
22
年
度
中
間
決
算
で
は
、
期
間
を
平
均

し
て
み
る
と
短
期
金
利
の
上
昇
や
長
短
金

利
差
の
縮
小
は
限
定
的
で
あ
っ
た
た
め
、

資
金
利
益
へ
の
影
響
は
小
さ
か
っ
た
も
の

の
、
足
元
の
高
金
利
水
準
や
長
短
金
利
差

の
縮
小
が
継
続
す
る
と
、
下
期
以
降
資
金

利
益
へ
の
マ
イ
ナ
ス
影
響
は
拡
大
し
て
い

く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
特
に
外
貨
資

産
・
負
債
の
割
合
は
銀
行
に
よ
り
違
い
が

あ
り
、
積
極
的
な
外
貨
有
価
証
券
投
資
を

行
っ
て
い
た
銀
行
ほ
ど
、
資
金
利
益
の
減

少
に
加
え
て
、
外
貨
債
券
の
価
格
下
落
に

よ
る
評
価
損
・
売
却
損
な
ど
運
用
面

の
損
失
も
発
生
す
る
た
め
、
影
響
は

大
き
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
金
利
上
昇
の
影
響
は
、
22
年
度
下

期
以
降
に
本
格
化
し
て
く
る
と
考
え

ら
れ
る
。
上
期
は
期
初
時
点
で
は
金

利
は
低
水
準
で
段
階
的
に
上
昇
し
た

も
の
の
、
下
半
期
は
期
間
全
体
で
高

い
米
国
金
利
の
影
響
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
足
元
で
は
日
銀
の

上
限
金
利
内
で
推
移
し
て
い
る
円
金

利
も
、
物
価
上
昇
率
が
安
定
的
に

2
%
を
超
え
る
状
況
が
続
く
と
、
金

融
緩
和
政
策
の
見
直
し
に
向
け
た
議

論
が
活
発
化
し
て
く
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
外
貨
金
利
の
上
昇
に
比
べ

て
、
円
金
利
上
昇
の
動
き
は
緩
や
か

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
地
域
銀

行
の
有
価
証
券
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
構
成

と
し
て
円
金
利
上
昇
の
方
が
影
響
は
非
常

に
大
き
く
な
る
。

　
こ
う
し
た
金
利
上
昇
に
備
え
、
金
利
リ

ス
ク
に
対
す
る
方
針
を
行
内
で
検
討
し
、

対
応
策
を
講
じ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
、
ま
ず
行
内
で
金
利
の
見
通
し

を
し
っ
か
り
と
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
が
、
金
利
の
動
向
を
予
測
す
る
こ
と

は
実
際
に
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
複
数
の

シ
ナ
リ
オ
で
幅
を
持
っ
た
検
討
を
行
う
こ

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

-2,000

（億円） コア業務純益 与信費用 中間純利益 （当期純利益）

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

5,794
5,307

453848

9,098

7,258

（出所）各行公表資料等によりMURC作成

〈図表4〉地域銀行の中間決算損益時系列推移
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〈図表5〉米国長短金利の推移
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〈図表6〉貸出金利の推移
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と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
円
貨
・

外
貨
そ
れ
ぞ
れ
の
金
利
リ
ス
ク
に
対
し
て

ど
こ
ま
で
リ
ス
ク
テ
ー
ク
す
る
か
、
ど
の

程
度
ま
で
の
金
利
上
昇
や
債
券
の
評
価
損

益
を
許
容
で
き
る
か
、
ス
ト
レ
ス
時
の
備

え
は
問
題
な
い
か
ど
う
か
、
な
ど
の
検
討

を
行
い
、
既
存
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
や
運
用

方
針
の
再
検
討
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

　
一
般
的
に
金
利
上
昇
が
予
想
さ
れ
る
場

合
に
は
、
金
利
リ
ス
ク
テ
ー
ク
を
減
ら
し
、

運
用
を
短
期
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、

一
方
で
金
利
上
昇
は
運
用
利
息
を
拡
大
す

る
機
会
で
も
あ
る
。
ま
た
、
米
国
金
利
も

上
昇
一
辺
倒
で
は
な
く
、
イ
ン
フ
レ
の
沈

静
化
と
と
も
に
再
度
金
融
緩
和
に
向
か
う

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
場
合
に
は
一
時

的
に
上
昇
し
た
金
利
が
再
度
低
下
に
向
か

う
こ
と
で
、
逆
に
評
価
益
の
キ
ャ
ピ
タ
ル

ゲ
イ
ン
の
機
会
も
あ
る
。
運
用
方
針
は
、

各
銀
行
の
現
在
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
状

況
や
経
営
体
力
、
金
利
見
通
し
に
よ
り
変

わ
り
得
る
が
、
市
場
金
利
任
せ
と
な
っ
て

不
測
の
損
失
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
将
来

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト

（
耐
性
評
価
）、
運
用
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
な
ど
の
リ
ス
ク
運
営
を
、
通
常
時
以
上

に
注
意
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

（
5
）貸
出
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
管
理
の
仕
組
み
整
備

　
こ
う
し
た
金
利
上
昇
へ
の
備
え
は
有
価

証
券
投
資
だ
け
で
は
な
い
。
貸
し
出
し
に

つ
い
て
も
、
債
券
の
よ
う
な
価
格
変
動
は

な
い
も
の
の
、
金
利
上
昇
に
応
じ
た
貸
出

金
利
の
引
き
上
げ
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
、

調
達
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
り
資
金
利
益
が

縮
小
し
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
貸
出
残
高
の
堅
調
な
増
加
や
長
期
金
利

の
上
昇
の
一
方
で
、
貸
出
金
利
は
低
下
が

続
い
て
い
る
（
図
表
6
）。
新
規
約
定
金

利
が
ス
ト
ッ
ク
の
金
利
を
下
回
っ
て
推
移

し
て
お
り
、
低
下
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降

の
資
金
需
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ト
ッ

ク
金
利
と
新
規
約
定
金
利
の
差
は
拡
大
傾

向
で
推
移
し
て
い
る
。

　
貸
出
金
利
に
影
響
を
与
え
る
円
金
利
は

小
幅
な
上
昇
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
今

後
金
融
政
策
の
変
更
に
よ
っ
て
一
段
の
上

昇
と
な
っ
た
場
合
、
そ
の
上
昇
分
を
顧
客

へ
の
貸
出
金
利
に
適
切
に
転
嫁
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
銀
行
の
貸
出
金
利
は
、

バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
約
30
年
間
、
ほ
ぼ
一

貫
し
て
低
下
を
続
け
て
き
た
。
市
場
金
利

の
低
下
も
一
因
で
あ
る
が
、
競
争
の
激
化

に
よ
り
本
来
確
保
す
べ
き
ス
プ
レ
ッ
ド
を

縮
小
し
て
、
顧
客
へ
の
金
利
を
低
下
さ
せ

て
き
た
一
面
も
あ
る
。
金
利
上
昇
局
面
に

お
い
て
は
、
こ
う
し
た
金
利
競
争
の
大
き

な
転
換
点
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
顧
客
に
適
切
な
金
利
の
負
担
を
求
め
る

た
め
に
は
、
行
内
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
貸
し
出
し
に
ど
の
水
準
の
金
利
設
定
が

必
要
と
な
る
か
を
判
断
す
る
適
切
な
「
貸

出
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
管
理
」
の
仕
組
み
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
行
内
の
収
益

管
理
制
度
（
ス
プ
レ
ッ
ド
管
理
、
原
価
計

算
、
信
用
コ
ス
ト
管
理
）
の
見
直
し
が
求

め
ら
れ
る
。
マ
イ
ナ
ス
金
利
下
に
お
い
て

収
益
管
理
制
度
の
重
要
性
は
や
や
低
下
し

て
い
た
も
の
の
、
市
場
金
利
等
の
環
境
変

化
に
応
じ
た
適
切
な
収
益
性
の
確
保
を
行

う
た
め
、
制
度
の
見
直
し
や
機
能
の
活
用

に
向
け
た
動
き
も
再
び
広
が
っ
て
い
る
。

担
当
者
が
顧
客
へ
の
貸
出
金
利
負
担
を
明

快
に
説
明
・
交
渉
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
も
、
本
格
的
な
金
利
上
昇
に
備
え
た

行
内
で
の
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
管
理
の
仕
組
み

整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

（
6
）回
復
過
程
に
お
け
る
リ
ス
ク

　
日
本
経
済
の
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
が

緩
や
か
に
進
む
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
懸
念

さ
れ
た
企
業
倒
産
・
不
良
債
権
の
増
加
か

ら
与
信
費
用
が
増
加
し
、
信
用
リ
ス
ク
の

面
か
ら
地
域
銀
行
の
健
全
性
が
脅
か
さ
れ

る
懸
念
は
後
退
し
て
い
る
。
一
方
で
、
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
に
伴
う
需
要
増
が
イ

ン
フ
レ
を
招
き
、
金
利
上
昇
や
金
融
市
場

の
混
乱
が
地
域
銀
行
の
金
利
リ
ス
ク
の
面

か
ら
懸
念
材
料
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
意

味
で
こ
れ
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
副
次

的
な
影
響
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
本
中
間
決
算
後
の
最
も
懸
念
さ
れ
る
シ

ナ
リ
オ
は
、
円
金
利
の
上
昇
に
よ
り
有
価

証
券
投
資
が
さ
ら
に
評
価
益
が
減
少
す
る

中
で
、
金
利
の
上
昇
が
顧
客
の
資
金
調
達

コ
ス
ト
を
上
昇
さ
せ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
経
営

体
力
が
低
下
し
た
企
業
の
倒
産
を
増
加
さ

せ
る
と
い
う
、
金
利
リ
ス
ク
と
信
用
リ
ス

ク
が
同
時
発
生
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

現
時
点
で
は
金
融
政
策
や
各
種
企
業
支
援

策
で
発
生
の
懸
念
は
小
さ
く
、
ま
た
地
域

銀
行
の
健
全
性
の
観
点
で
も
懸
念
は
小
さ

い
も
の
の
、
顕
在
化
す
る
と
影
響
度
・
期

間
と
も
に
大
き
な
リ
ス
ク
で
あ
る
だ
け
に
、

過
度
な
リ
ス
ク
テ
ー
ク
や
対
応
の
誤
り
が

あ
る
と
地
域
銀
行
の
健
全
性
を
損
な
い
、

金
融
シ
ス
テ
ム
不
安
を
招
き
か
ね
な
い
。

リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

や
蓋が

い

然ぜ
ん

性
の
高
い
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
、
リ

ス
ク
に
見
合
っ
た
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
管
理
な

ど
、
金
融
危
機
以
降
、
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
リ
ス
ク
管
理
・
運
営
能
力
の
真

価
が
問
わ
れ
る
時
が
来
て
い
る
。


